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:'
::最
近
、
：：筆
者
は
、
'-
電
気
試
験
所©
ト

ラ

ン

S

.タ

a. 
•
デ

、

S
:タ
ル
訃
箅
機 

.
マ
I
ク

-W
に
っ
：
ぃ
て
、
本
稿
.
に
示
し
た
因
式
解
を
基
礎
に
、
グ
今
ド
タ

'>
1
ス
：，
：
 

モ.
デ
ル
の
：解
を
求
め
る
プ
ロ

グ

ラ

ミ

ン

，

ダ
を
行
い
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
、
グ
ッ
ド

.

.

:

六
八
.；.
.

C

八
1
.
.
S

ヴ

ル

ン

.；
>,
;モ

」

ァ

，ル

の
圭
循
環
と
も

の

、

動
学
及

.び

そ
の
小
循
環
の
よ
り
精
確 

な
デ
イ
ジ
タ
ル

.解

.を
得
た
。
因
み
に
、
今
度
、.：工
学
部
で
製
作
さ
れ
る
許
算
機
’ 

は
、
'マ
I

ク
W
の

：

改
良
.製
マ
I
.ク

V
の

，
ァ

、
；

v

ズ
ト

ラ

；

グ
ト

で
あ
？
て
、

マ
：ト
ク 

W
と
同
様
’
記
憶
容
量(

マ
.グ
ネ
テ
イ
ク
'
ド
ラ
ム
記
憶
方
式)

' が
—•
〇

〇

〇

 

語
'の
中
型
.自
動
.電
子
訃
算
機
で
あ
る
。

.
•

な
お
、
日
立
；の
：：̂

^'
ロ
グ
計
算
機
に
よ
：る
.ア
グ

.解及び：マイ.
ク

W
に
よ 

る
デ
イ
ジ
へ
タ
：ル
解
：の
許
細
：は
、
へ
官
年
祭
記
念
論
文
集
：(

エ
学
部
篇
>
に
、
.
'追
"マ 

て
、
ヽ
発
表
.の
予
定
。
':
'
.興
味
を
も
.た
れ
る
_
者

<0
参
照
を
得
ら
れ
れ
ば
幸
：い
で
あ 

る
。
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,
第

一

節

—

説

第

ス

節

質

易

の

均

衡

第

三

節

.

..ト
ラ
ソ

ス

.フ
ァ

ー

の

効

^ :
.

第

四

節

：

国

際

貿

易

の

一

般

均

衡

 

\ 

.
第

五

節

結

語

， 

■

第
一
節
概
説

本
稿
で
は
、
国
際
資
本
移
動
を
貨
齡
的
購
貿
力
の
移
転
と
解
し
、
:価
格
理
論 

特

に

一般
均
衡
理
論
を
分
析
用
具
と
す
る
比
較
静
学
に
於
い
て
、
交
易
条
件
の 

決
定
と
国
際
資
本
移
動
論
の
中
心
課
題
で
あ
る
交
展
条
件
の
変
化
を
取
扱
ぅ

0
: 

爲
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
仮
宠
は
、一
⑴
完

全

競

争

(

自
曲
貿
易)

、」

( 2
)
輸
出
入 

財
が
劣
等
財
で
な
い
こ
と,.
'
'
:⑶
输
出
入
財
に
輸
送
費
の
：存
在
し
な
い
こ
と
等
で 

あ
っ
て
、,そ
の
場
合
、
交
易
条
件
ば
支
私
国
に.不
利
化
し
、
；
受
取
国i

利
化 

す
，る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
^
'0
,询
こ
の
論
の
大
部
分^ '
J *  

L *  

.モ
ザ
ツ
ク
のF

国
條
臂
！#
に
於
け
る
1
般
.均
衡
弾
論
'1
_
.
长

負

う

て

ト
ヲ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
と
は
、
国
際
資
本
移
動
即
ち
固
有
な
意
味
に
於
け
る

:  

’長
期
対
外
投
資
、
外
債

1R

利
金
の
返
済
、
戦
争
賠
償
金
の
支
払
或
い
は
贈
与
の 

如
き
ー
方
的
価
値
移
転
に
づ
い
て
ヽ
そ
め
第
一
段
階
；で
あ
る
貨
幣
的
購
買
力
の 

国
際
的
移
転
が
如
何
な
る
過
程
を
通
じ
て
実
質
的
価
値
移
転
を
最
後
に
も
た
ら 

す
か
の
分
析
を
行
ぅ
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
理
論
は
最
初
の
国
際
収
支
の 

均
衡
成
立
過
避
を
説
く
も
の
で

.
は
な
く
、
均
衡
し
て
い
る
国
際
取
支
が
こ
の
ょ 

ぅ
な
德
调
的
与
件
の
変
化
に
対
^
て
如
何
に
調
整
さ
れ
る
か
の
国
際
収
支
再
均 

衡
化
機
構
を
取
扱
ぅ
も
の
で
あ
る
。

簡

単

に

ト

ラ

ン

.ス
フ

：ァ

ー

理

論

を

歴

史

的

に

回

顧

し

て

み

る

な

ら

ば

、

そ

の
 

端

緒

は

古

典

的

な

貨

幣

数

量

説

の

発

達

め

中

に

含

ま

れ

て

い

る

。

I D
ち

貴

金

属

 

貴

龄

の

国

内

，へ

の

流

入

と

そ

の

物

価

水

準

の

騰

貴

と

の

関

係

に

つ

い

て

1

.

ボ
 

!
ダ

V
、

:'
T
. 

’マ：
ン

、
へ

!>
:
• 
ノ

ー

ス

等

は

或

る

程

度

の

見

解

を

示

し

て

城

紀

。 

-然

し

そ

の

両

者

の

間

の

ょ

り

明

確

な

亂

係

は

:0
.
ヒ

ュ

I
ム

の

周

知

の

文

|
|

は

 

策

さ

4

、

:.
'
;そ
：じ

ヤ

芷

貨

の

移

動

：と

そ

の

奮

起

る

物

価

水

準

の

变

動

匕

依

る

自

 

働

驾

衡

化

靈

が

述

：ベ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

- 1
ヒ

；ラ

丨

ム

.は

貨

幣

数

量

説

を

.



.た
だ
1
国
の
，み
な
ら
ず;2
:
に
：变
易
1
行
ぅ
す
：、へ
て
.の
围
に
明
確
に
上
手
に
適
用 

し
た
最
初
'の
パ
_
1で
あ
ャ
た
が
、：
彼
以
後
の
古
典
学
派.に
は
ト
ラ
シ
ス
フ
ァI

:

:

.

. 

(

注 

6

)

.理
論
の
展
開
に
当
っ
：て
分
岐.が
在
ず
る
。
：即
ち
汀
：
'プ
ヴ
ァ
イ
ナ
I
に
依
っ
て
、 

後
に
0

.
イ
ヴ
エ
ル
セ
ン
；に
依
っ
て—1
近

代

馨
:*
-
;
'
の
源
は
0

;
リ
.ヵ
？
 

I 

，に
.求
め
ら
れ
る
こ
ど
旅
指
摘
さ
れ
て
か
ら
、
::
4
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
ね
は.「

 ̂

典
的
理
論
-*
-
.
9
|
^
3
<
1

<+
1
1
6
0
勾

と

「

近
代
理
論」

日
0
<
1
6
1
1
1
1

±1§-
:
1
:
7
と 

言
ぅ
ニ
つ
''の
理
論
的
区
分
が
行
わ
れ
る
よ
ぅ
：に
な
り
、
.ヒ
ユ
I
ム

以

後

の

，
こ

の

： 

一
一
つ
：

Q

説
の
先
駆
者
上
レ
て
丑
，
ソI
ン
ト
シ
と
:̂
ヵ
ナ
ド
-
が
尊
げ
ち
れ
て： 

い
る
。「

古
典
的
理
論」

は
貨
齡
的
体
系
.に
中
心
的
役
割
を
与
え
、
国
際
収
支
の 

均
衡
化
過
程
に
於
い
て
、
貨
幣
敬
量
説
に
.基
づ
い
て
正
貨
の
流
出
入
と
そ
れ
が 

誘

発

す

る

寬

水

準
o'
湖
対
的
変
動
が
果
す
役
割
を
重
要
視
す
る
。
他
方
'

「

近 

代
理
論」

.は
資
本
移
動
を
雕
賈
カ
の
移
転
と
見
做
し
、
関
係
国
の
所
得
水
準
に 

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
ょ
マ
て
需
要
の
変
勤
を
起
し
、
貿
易
の
均
衡
化
を
促
す 

と
説
く
の
飞
あ
る0
イ

ヴH

ル
セX

に
依
れ
ば「

古
典
的
理
論」

は
ソー
ン
ト 

ン
以
後
、

J 

• 

S 

•

ミ
ル
、

F 

• 

W 

.

タ
ウ
シ
ッ
ク
.、
ド
イ
ツ
の
賠
償
金
支
払 

に
関
す
る
論
争
に
於
け
るJ 

, 

M
.
•

ケ
イ
ン
ズ
に
依
っ
て
継
承
さ
れ
、

「

近
代 

理
論」

は
リ
カ
ァ
ドー

以
後
、
0
ン
F 
.
バ
ス
テ

f
ブ
ル
、
J 

.
 

S
:'
.
|
コ
ル 

ソ
ン
、

K 

•
ヴ
ィ
ク
セ
ル
、
ド
イ
ツ
賠
償
金
支
払
論
争
に
於
け
る
6

,
オ
ー
リ
：
 

ン
に
依
っ
て
受
維
が
れ
て
い
る
。

「

近
代
理
論」

に
於
い
て
オ
ー
リ
ン
以
外
の
人 

に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
イ
ナ

ー

も
一
九
三
六
年
のr

国
際
貿
备
論
研
究j

に
於
い 

て
、「

均
衡
化
要
因
と
し
て
の
需
要
の
相
対
的
変
動
は
果
し
て
考
慮
さ
れ
て
い 

な
か
っ
た
か」

を
詳
細
に
故
M'
-
じ
、

「

多
く
の
最
も
重
要
な
一
九
世
紀
の
国̂

:七
.〇

.

(

八
：一
，六

)

'赛
易

理

論

め

雲
».
ぶ
中
に
は
，

「

所
得

の

幾
戮
相
対
的
篇
変
動
と
.は
無 

.関
係
に
国
際
取
支
め
攙
乱
に
対
す
る
調
節
機
構
に
於
い
て
均
衡
回
復
的
役
観
を

.
菜
す
こ
と
：を
認
め

」

、「

リ
カ
ァ
ド
一
、
バ
ス
テ
一
ブ
ル
、

ニ
コ
ル
ソ
ン
は
均
衡

:回
復
の
：た
め0
相
対
的
物
靈
動
の
：必
要
次
否
定
す
る
か
、

-'
'
'6い

は
疑
問
と
し 

た」

と
述
べ
、
イ
ヴ
.
4
ル
セ
ン
が
行
っ
た
と
！
^
な
分
類
を
挙
げ
て
い
る
。

,
7

し
が
，し̂

が
ら
、,
ィ
ギ
リ
ネ
に
於
い
て
：一
七
九
七
年
ニ
月
の
英
蘭
銀
行
の
銀

. 

行
券
兌
換
停
止
に
始
ま'り
、
，
ー.;
.
:
-
'八
ー
：〇
年
六
月
八
日
に
地
金
委
員
会
：に
依
っ
て 

下
院
に
：提
出
咨.れ
た
.「

地
金
報
告
書(7

に)

含
ま
れ
た
問
題
を
中
心
に
し
て
、
そ 

の
前
後
十
数
年
：に
わ
た>

て
隱
さ
れ
た
地
金
論
争
に
あ
っ
て
、

リ
カ
ァ
ド
ー 

の
理
論
的
立
場
は
地
金
論
者
と
し
て
M

.

 
メ
カ
ニ
ズ
<

を
説
い
：て
い
る
の
で
あ 

る
。
彼

の

書
- !

坳
金
.
の
高
価
、
銀
行
券
減
価
の
証
拠
?
^
初
版
は
一
八
一
〇
年 

k
a

;

に
#

版
さ
れ
、
：そ
の
委
員
会
報
告
書
へ
の
影
響
は
可
成
り
大
き
な

も

の
が 

あ
る
と
認
.
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
書
に
於
い
：て
彼
の
f

分
析
的
立
場
は
極
め 

て
明
確
で
あ
る
。ま
ま
、；：彼
の
ト
ラ
ン
：ス
フ
ナ
丨
問
題
そ
れ
自
体
の
記
述
も
極 

め
て
部
分
的
で
あ
る
。
：
.

那
ち
国
内
の
：榖
物
の
阁
作
に
ょ
る
農
産
物
輸
入
の
増
大 

の
如
き
茵
際
収
支
の
攪
乱
は
、
金
移
動
と
そ
れ
に
基
づ
く
物
価
変
動
が
な
く
と 

も
是
正
さ
れ
る
と
言
ぅ
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
遍
ぎ
な
い
の
で
あ
っ 

て
、
：
購
賈
カ_の
推
移
を
取
观.
っ
て
い
る
と
し
て
も
、，
そ
れ
は
'
#
の
理
論
的
体
系 

に
組
込
ま
れ
て
い.
た
め
で
は
な
い.
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
彼
を
も
ウ
て

「

ぼ
れ 

理
論
.

」

：
の
祖
と
す
る
こ
と
は
疑
間
で
あ
る
。
尚
リ
カ
ァ

ド

ー

と
同
様
な
_
例
に 

，
つ
い
て
の
国
際
収
支
の
調
整
方
法
は
、
ヴ
ァ
ィ
ナ

ー

の
述
べ
て
い
る
如
く
ゥ
ィ 

丨
ト
レ
ィ
に
観
察
さ
れ
て
抽0,
、
後
に
は
ロ
ン
グ
フ
イ

ー

ル
ド
に
依
っ
て
敗
扱

わ
れ
て
い
る
が
未
だ
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
。

,-
.ま
た
、「

古
典
的
理
論i

に
含 

め
ら
れ
て
い
る
タ
ウ；

N

ッ
ク
は
、
歴
史
的
な
事
柄
の
研
究
に
於
い.て
.
、

「

古

典

的 

理
論」

の
説
く
胄
ぽ
双
支
のf

 
_畠
f

が

「

円
滑
且
つ
迅
速
：に
作
用
す
る 

こ
と
は
殆
ん
ど
期
待
で
旁.な
い」

。
.
そ
れ
に
も
柯
ら
ず
 

'

「

実
際
.の
腐
品
移
動
は 

国
際
収
支
の
推
移
に
驚
く
程
芷
確
且
つ
急
速
に
適
疮
し
£ 5
.
と
述
べ
て
、
国
際 

収
支
の
均
衡
化
が
古
典
的
理
論
で
は
考
慮
さ
れ
な
か
-?
た
経
i

要

因

に

依

.
づ 

て
影
響
ざ
れ
て
い
る
か.%
'
し
れ
な
い
と
考
え
た'°
即

ち
-1
こ
こ
に
我)

々
は
十
分

(

注
15)

に
理
解
さ
れ
な“
現
象
を
も
へ
っ
て
か
る
ご
と
を
告
自
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い

^
. 

■i
言

：マ
て
：い
る
。
..然
し
彼
の
不
換
紙
幣
制
下
に
於
け
る
国
際
収
支
均
衡
調
節
機

. 

構
に
個
別'#
1
格
水
準
の
変
動
を
導
入
し
た
理
論
の
中
に

|は
、
古
典
的
説
明
以
外 

:

の
も
の'は
見
ち
れ
ず
、
彼
は
：哀

的

立

場

を

維

持

し

た

■の
で
あ'名
。.：

,
 

V
第

：

T

次
大
戦
後
、
.
ド
’ィ.
ッ
0;
賠

償

金

支

払

問

題

と

言

ぅ

時

代

の

具

体

的

事

件

.  

を
め
ぐ
づ
：て
ヶ
ィ
ン
ズ
と
：オ
ー
：リ
：ン
の
間
で
行
わ
れ
た

.
い
わ
：ゆ

る>'
テ
ン
ス
フ 

ァ—

論
争
梂
、—1-
袁

的

理

論|_
;
と
、「

近
代
理
論1
-0
-
特
徵
を
明
瞭
に
表
わ
し
て 

い
る"
ヶ

チ

ン

ズ

は

鑛

分

析

の
.
立
場
で.
、.
賠

償

金

支

払

め

圓
.
の'打

開

を

ド

.
， 

ィ
夕
の
生
産
要
素
の
賃
銀
率
の
引
节
げ
に
依
る

’輸
出
の
増
大
に
求
め
^

と
れ
.
.
，
 

に
対
^
て
オ
へ
ー
ん
ン
は
^
^

変
化
に
重
点
を
置
く
こ
と
な
ぐ
、

.
購

買

力

：
の

移

較

：： 

に

伴

ぅ

外

国

の

需

霧

態

の

変

化

の

5-
に

麗

解

消

の.
要

因

を

求

靜

グ

>

」

：
の 

よ
ヲ
な
立.場

か

ら「

近
代
理
論」

：
のT

需
s
:
o

変

動

に

よ

る

分

析

を
.—
!
'国

民. 

所
得」

と|

一
一ヲ

よ

り
®

的
な
称
呼
に
置
換
え
る
な
ら
ば
、

；

そ

れ

は

.
外

国

貿

易
 

乘
数
を
分
析
用
具
と
す
る
所
得
分
析
と
な
る

^
泳
^
未

だ
^
近

篇

論

デ

に

於
.. 

いH

は
：ト
ラ
ン
.
ス
フ
ァー

を
货
幣
的
購
買
カ0.
推

移

、.
従

，
っ

で

需

要

状

態

：の

変

:

動
と
し
て
取
扱
っ
た.の
：み
で
、
所
得
の
第
一
：次
的
変
動
及
び
第
一
一
次
的
変
動
即 

.
ち
商
品
と
労
務
.に
..対
す
る
需
要
変
動
か
：ら
生
ず
る
所
得
変
動
は
産
出
高
と
屉
傭 

:
の
変
動
と
な
り
、-そ
の
結
果
国
際
収
支
の
均
衡
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
説
く

「

所 

得
分
析」

，

：

と
は
異
な
る
：の
で
あ.っ
て
、
：
こ
の
見
解
は
オ
ー
リ
ン
に
も
見
ら
れ
な 

.

い
.祭

お

る

。
ー5>:籍
得
分
析
は
尜
稿
の
德
分
析
の
立
場
と
両
立
し
な
い
も

:
:

茨

に

ト

ラ

シ

ス

フ

：：
ァ

ー

調

整

灣

.に
於
い
：で
重
要
な
役
割
を
演
ず̂

'
件
に
0
い
て
述
べ
よ
:5
0
:'
'
'ぃ：
-
;-'
:丨

へ

.

.

.
:
:,
'

:'
ま
ず
交
易
条
件
の■概
念

に

つ

：い
；
て

言

え

ば

、

交

易

条

件

と

は

輸

出

財

^

^

と 

.
輸
入
財
価
格
..の
交
換
：の
割
合
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
ミ
ル
が
ィ
ギ 

リ
ス
の
：布
'>
^
ィ
ツ
の
ー
リ
；ン
ネ
ル
：
ど
，の
山
父
換
割
合
を

"示
す

の

にt
e
r
m
s
o
f

ipterchan

阶e,: rate: o
f

 interchan

Jq&

ど
言
っ
た
办
に
始
ま
り
、
バステ

:

' 
i

o ■

!
'フ
ル
：の
：

ratloof.exchange, rate of i
n
t
e
m
a
t
i

o-aal e
x
c
h
a
n
g
e
'

.(

注
20

.

〕

:
: 

,

ピ
.グ
.1
.の
.
.
.

reaI..'rat;l.orof.viIrtema

cfi
o
n
a
i

.-

.

.
M
t+
e
H
c
h
a
n
g
e
:

の
：如
ぐ
、 

.い
ず
れ
4-
交
換
の
割
合
を
意
味
す
る
も
：の
で.あ
っ
：た
が
、
：為#
1̂
場
と
浪
同
す 

る
、恐
'れ
.の
：あ
る
'た
め
、
:'
A
:
.
.
:

マ
.
|シ
>
/l
-
'
'̂e
h
e
n
o
f
t
r
a
d
e 

な
る
用
：

.(

i
 y

:

語
支
使
用
す
る
の
.が
よ
い
と
速
べ
て
い
る
。
全
く
同
じ
内
容
を
タ
ウ
シ

ッ

ク
は 

b
a
^
e,Hte

r
m
^
o
f
I
t
r
a
d
e

 AJ.

言
い
、
更
に
単
に^

0

入
財
0
価
格
比
率
を

ノ 

: 

' 

-

■.(

注
22
ノ
 

- 

" 

' 

.

,表
.わ
す
場
合
は
純
交
晶
条
伴.

barber t
e
r
m
s

 o
f trade

、.

.商
品
項
目 

以

外

の

：貿

易

外

収

支

、

.

.資
本
移
動
等
を
含
め■た
場
合
に
は
総
交
易
叙
配
ぬi
 

/
b
a
r
t
e
r

cherms. o
f

 t
r
a
d
e

と
呼
ん
、で
区
別
し
て
い
る
。
ヴ
ァィ
ナ
ー
は
純 

交
漏
条
件
と
同
-'
1
:
,
も
の
を
商
品
交
易
条
件<
:
0
1
0
1
2
1
0
&
4
1
:

玲
|
0
:
? 

trade



と
言
ぅ
て
い
る
汾
、
こ
れ
が
第.ニ
節
以
下
で
取
扱
ぅ
交
易
条
件
で
あ.る
。
ヴ
ァ
. 

イ
ナ
I 

.
は
寅
'に
商
品
交
易
条
件
を
輸
出
！

業
の
逢
産
性
変
動
指
数
で
補
芷
1>
- 

fc
.%
の

を

一

一

重

坐

産

要

素

交

為

条

件

 double f
a
c
t
o
r

-pl t
e
r
m
s
o
f

 trade 

と
.呼
ん

：次

い

る0:
:
そ

ゆ

意

味

す

る

と

：こ
；る

は

輸

出

産

業

に

於

け

る

：生

産

要

|

^

へ 

位
当
り
の
輸
入
M

買
力
で
、
：■

国
の
貿
易
品
の
称
呼
に
於
け
る
実
質
所
得 

水
準
差
を
近
池
的|-
示
#
や
_

利

で

灰

る

。
：

.
:'
,
:
.ぐ

'

5
 

，
以
上
の
如
^
種

^
な
&

^
件

が

あ

る

が

ご

せ

フ
^
ス

才

ァ

ー

理

顧

で

ー

般

， 

に
使
用
さ
れ
る
商
品
交
：

*

件
に
つ
；い
て
、
輸̂

^
.ー、巣
位
>

1

:に
.得
ら
れ 

る

輸

入

財

数

量

：の
比
^

が

一，
より

大
な
る
場
合
に
有
利
化-L
、
.

.一...
：.よ
：り
.小

な

る

， 

場

合

に

：不

利

化
.し
た
と
定
義
す
る0
さ
弋
、:.
-「

古

典

的

理

論

』

'-
の

壌

合

の

交

易 

条
件
の
変
化
は
、
貨
幣
数
量
説
を
前
提
と.す
る
1

1
JH
-
:
貨

流

出

入

機

構

の

結 

果
、
.貨
I

量
の
増
減
は
商
品
及
び1

べ
:0
縱
体
的
|

需
要
の
増
滅
に
導 

き
、：

そ
の
変
動
が
価
格
と
坐
馨
に
：影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
交
易
条
件
は
必
然 

的
に
交
私
国
に
不
利
化
し
、

：

受
取
国
に
有
利
化
す
る
こ1
に
な
る
：。

ご

れ

に
#

’’ 

し
て
：

「

近
代
理
論
^
で
：は
関
係
国
の
需
要
の
変
動
状
態
に
依
存
オ
る
故
に
、
：
ー
 

義
的
に
：受
取
国
に
交
易
条
件
が
有
利
化
す
る
と
は
言
え
な
い
0
即
ち
ほ
償
金
支
，
 

抵
論
争
に
於
け
る
オ
ーy
-ン
.の
説
か
ら
得
ら
れ
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
■丨 

件

に

及

ぼ

す

効

果

は

、

，
一
力

®
の
み
の
相
互
需
要i

の
価
格
弾
力
性
に
依
存 

す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
国
のM

弾
力
性
に
も
依
存
す
る
と
言
ぅ
こ
と
で
あ

*
 

.
 

. 

c
§

る
。

D 

. 

H
.
. 

..

口
.、パ
I
ト
ソ
.ン
.の
既
.に

指

摘

し

た

如

く

、

ト

ラ

ン

'.ス
フ
ァ
I
に 

依
っ
て
両
国
の
相
互
需
要§

が
推
移
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か 

ち
、
交
易
条
件
の
変
化
如
何
に
つ
い
て
は
ま
だ
何
も
言
う
こ
.と
は
で
き
な
い
。
.'

>:
奴

甲
-:
>
-'
:本
稿
0
目
的
：に
徒
^
て
.順
次
論
を
進
め
弋
行<̂
'-
-°

-

;:
;::

.
-

.̂
•

:'
;:
:
,

響

競

净

0
下
：に
於
ヤH

、

在
産
を
含
ま
な
，ぃ.：ニ
国r

一
財
の
貿
桑
行
わ
れ 

.各
場
合
、
そ
：の
寶
易
の
均
衡
と
交
易
条
件
の
：決
定
が
如
何
に
行
わ
れ
る
が
を
考 

.察
す

-

^

 

(

但

し

あ

財.を
：
；ニ
 

4 
i
 
メ

レ

ー 

ル
に

と
：る

-
,賀

易

麗

前

の

初

期

；の

^

:
x2
財
の
宇
持
量
を
次
の
如
く
蟹
す
る
。 

(1
)
'国
は
み
財
を
«1
量
、
^
財
を
：«2
量
所
有
し
>
.衝

は

.ル
財
を
&1
量

、
.
'
ゐ

財

を 

i
里
■

す

る

タ

篇

は

も

財

を

皇

里

⑵

国

ー

に

輸

出

し

ご

交

換

に

醫

が

ら

ゐ 

財
を
^
釐
輸
入
す
る
タ
従
っ
弋
ク
へ
質
易
開
義
に
は
⑴
鼠
の
財
所
有
量
は
ん
財 

を
：
沒
牛
汽
あ
財
を
：

asi.r.

で
^
り
、
'.
⑵
国
は
X!
財
を
^

^

X2
財
を
. 

&
2
i

息
蕭
有
す
る
。
.

更
に
、
.ニ
国
に
於
い
て.そ
れ
ぞ
れpreference: s

c
h
e
d
u
l
e

が
存
a
L2 

且
つ
：原

点(

下
方
；

K

に
对
し
て
凸
で
あ
る
こ
と
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
丨
が
存
在
し 

な
'い
こ
と
、
生
産
を
含
ま
な
い
と
と
、
§

相
場
が
。ハ
ラ
メ

ー

タ
ー
で
あ
る
こ
と 

等
を
仮
定
す
る
。
こ̂
ぅ
ち
第
二
、
第
三
、
第
四
の
仮
定
は
順
次
取
除
か
れ
る
。

貿

易

麗

後
->
>
?、.
'
>
?
財
の
所
有
が
5
国
に
.与
ぇ
る
効
用
を
.％
、̂

1
+
^
8
2 

^

s
、....
⑵
国
.に
■#
ぇ

る

効

用

を.芝

^
l丨
^

.r
+

s
で
示
し
、

改
め
て
次
の 

如 V

 
置
く
0

..
V 

:

:

泛
I
、

(

a
l
+
«
a
2
l
2
/

) 

«

£
i
b
l
l
s
,
b
^
r
y
y
=
u
^
s
,
 y

y

第 図

(2)国

Oi

財
へ
の
需
要
量
は
無
差
別i

と
価
^

^(

交
易
条
件
線)

と
の
切
点
に
於
い 

て
定
ま
4
。：s

®

の
無
崔
別
®

群̂

ょ

り

任

意

：の

無

差

別

曲

線

1
&
«
,
2
/

) 

=
0

を
選
び
、
こ
の
式
を
全f

し
て
.
:
.
:
:

を

f

f

w
=
C

で
あ
る
か
ら
、
全
微
分：
&
=
o 

f
x
"
d
u
l
d
x
f

 f
y

 Hdujdy

 

と
す
れ
ば

-十
！フ
ン
ス
フ
ア
.丨
理
論

.
こ
こ
で
相
互
需
要
邀
に
つ
い
て
考
察
す
る'パ
第1.

因
参
照)

。

XX
財
、
XO

/
泛
+
0 
な
ら
ば d/yfdx"

丨fxjfy

こ
れ
は
無
差
別
農
：の
切
線
傾
斜
を
与
え
る
。
，故

に

こ

の

農

上

の

一

点

hj 

.^
i

)

を
通
る
切
線
の
方
程
式
は
、'

t

o

l

l

y

<

/

y

d
§ 

: 

dxj. dyo 

を
使
っ
て
次
め
如
く
な
る
。

*■(

！

#

文 J

*

=

o

.

.

.

.
: 

. 

'
'
• 

. 

. 

. 

.. 

- 

\

•

-
 

こ
の
切
線
が
原
点
を
通
る
時
の
方
程
式
は
、

次
に
、
文
財
と
あ
財
と
の
両
国
間
に
於
け
る
塞
比
率
：
f
 

:

が

固

定

値
P 

を
持
つ
時
、
：.

^
な
る
：一
次
函
数
が
得
ら
れ
る"
こQ

直
線
が
価
格
：線

：で 

あ
り
、‘原
点
を
通
る
。':
罗
の
変
化
に
痧
じ
て
多
く
の
価1

が
引
け
る
が
、
そ 

の
中
の
或
る
も
の
は
無
差
別
曲
線'に
：切
す
る
。
無

差

別

農

上

の

点

；

F
C
#

 

S
 

,
に
.切
す
る
時
の
容
値
は::
'
:
:
:
_

'

'
せ
"0

0

.

.. -V 

' 

. 

.

. 

- 

. 

-

即
ち
と
：.の
値

の

時

、

■

こ

の

価

鑛

ゆ
p

m
へ
の
切
線
と
：な
る
V
り
そ
れ
故
、j 

缺

に
.迄
等
：の
祉
腐
の
軌
跡
を
与
え
右
方
程
式
は
次
の
：如
く
で
あ
り
、
こ
れ
が
⑵ 

謂

0
相

卫

濡

要

厳
'ぺ
で
丨
.シ
-
ル
：断
線
”
：で
あ
、る
；

(

第
：1
1因
#'
照

■

H
三
：「

へ
：一
 

&
,



Or

iつ， 略 4

第 ニ 図

^

r

l

^

r

w

s 

dx J dy

従
っ
て
、

ぎ障

研 r
II
o

ま

た

、

原

点

を

通

る

無

差

別

農

に

切

す

る

価

格

線

と

の

切

点

が

原

点

で

あ
 

り

、

曽

が

る

財

及

び

る

財

を

初

期

に

於

い

て

所

有

し

た

貿

易

開

.始

点

で

あ
 

る

。

仮

定

に

依

り

⑵

国

の

無

i
i

別
®

^

:は

下

方

に

対

し

て

凸

で
.あ

り

、uf
t
>

 

N
o

に

依

つ

て

無

罾

別§

の
1|
1
^

は

双

帛

し

て

い.る

の

；で
あ

る

か

ち

、

原

点
 

以

外

の

点

に

於

い

て

価

格

線

が

交

わ

.る

無

差

別

農

よ

り

高

次

に
あ

る

こ
.と

が

：

,

.七
四：

C

八
ニ 

S

.
分
る
。
；
郎
.
ち
原
点
を
通
る
⑵
国
の
無
差
別
曲
線
は
貿
易
麗

.
の
場
合
.に
於
け
る 

:
極
大
満
足
を
：示
し
て
い
る
。
.

:

--
'•
:
,

'か
く
し
て
、
(2
)
国
.は
貿
易
^

^
に

於

け

る

一

ー

財

の

^

:

量

よ

り

得

ら

れ

る
 

効
用
_に
比
較
し
て
、
貿
易
に
.依
っ
て
よ
り
高
い
効
用
が
得
ち
れ
る
限
り
貿
易
を 

0
0
t
o
.
雄

-?
.て
®

の
無
差
別
i

は
原
点
を
通
る
そ
れ
よ
り
も
よ
り
高 

次
な
方
向
に
進
む
。
⑴
国
に9
い
：て
も
⑵
国
と
全
く
同
じ
こ
と
が
一
一
一
日
え
る
。

:
.
.
.

こ
の
⑴
国
と
⑵
国
と
の
貿
易
に
於
い
て
、
⑴
国
は
最
も
有
利
な
繁
を
得
る 

⑵
,
の
相
互
需
要
曲
線
が
⑴
国
の
無
差
別
：
&

と

切

す

.る

点

で

賀

易

を

行

お

ぅ
 

^

0、
；：.画

に

(2
)
国
も
ま
た
(1
)
国
め
相
互
需
要
=
1
が̂
(2
)
国
の
無
差
別
§

と 

.
切
す
る
点
で
貿
易
を
行
お
ぅ
と
努
め
；る
。
然

し

：1

般

に

⑴

国

と

⑵

国

が

!£
引

上 

.優
劣
が
.な
け
れ
ば
、
両
茵
の
相
互
需
要.

の
交
点
に
於
い
て
貿
易
の
お㈣
が 

成
立
す
2>
.
0
'
;

(

.
：
：
.
、
.
、
.
.

::
:
.
.
'
.

■

ま
た
：

I;

般
に
、
⑴
国
、
⑵
国
に
と
.つ
て
貿
易
露
時
よ
り
大
き
な
効
用
を
与 

ぇ
る
交
換
量
の
組
合
也
、
即
ち
両
国
の
無
差
別
§

の
外
接
点
は
無
数
に
あ 

り
、
.之
等
の
点
^
結
ぶ
'と
一
つ
の
一=3

^

を
得
る
。
既
に
得
ら
れ
た
両
国
の
相
互 

需
要
曲
線
の
交
点
も
こ
の
農
上
ー
に
あ
る。
'
'

.さ
て
^
⑴
国
と
⑵
国
の
貿
易
の
均
衡
点
に
於
い
て
：

：

f 

"
丨

ぽ/

摩

=
丨

ぼ

/
ぼ

' 

广 

x
: 

d
x
:~
-
d
y 

Qx I 

dy

.
 

■ 

:
:が
成
立
し
、
こ
：の?>
'
は
ぁ
財
の
称
略
に
於
け
る^1
:
財
：の
価
格
、
即
ち
貿
易
の
均 

■衡
点
に
於
け
る
交
易
条
件
で
ぁ
る。
-.
.
.
.

'r
l

l l
. 1

_

宕

急

ゥ

'

..
%
衡
に
於
け
る
⑴
固
の^ ！
財
、
x 2
財

の

所

を

.
•
a
l
+
^

.i
l
a
;
I
r
a
2
4
H

'!
? 

と
置
け
ば
、

嫩
 
n 副

(
a
l
+
t
l

_
 
け
"

見̂
ぎ
技̂

 

H

S

H^I
'
之(

き

^)

=
fl
-

f

&)

㈣=

ル

H

同
様
に
：、
^

の̂
毛
辦
ー
^
財
の
所
有
量
を
^
-
^
“
罗

^

+父
"

^

と 

置
け
ば
、
. 

：

•

.

¥

魏

 
f

,

ま

た

^
H

^

f

f

l

i

'

:

'

'

い

'

;:
';

;
. 

*
^
“

到

釔

1、̂

1+

8,

0
2
丨

2/)

"

ル
^

1
、̂

1,

2/
1)

.
"

^

へ

賓

^

1

^

へ
ぎ 
£

同

様
.に
、

. 

.

ボ

"
丨
'h

,€
f

k

故
に

せ 

Hk
=
l ぼ

/

%

=

—

ぼ

/
ぼ

-:

« 

d
x
~~dy 

d.x 1
.dy

ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー

理

論

' 

•
■:

.
ぼ
の
式
は
交
換
均
衡.の
湛
本
方
程
式
で
、
，
均
衡
点
に
於
い
て'

3
国
と
⑵
国
の 

無
差
別
®

は̂
墓
£
接
し
、"
共
通
の
，切
線
が
原
点
を
通
る
こ
と
を
ボ
し
て
い 

る
。
£:
の
切
線
、ガ
均
衡
点
に
於
い
て
定
ま
る
交^ ，
条
件
.を
■示
し
て
い
る
。
ま

' 

た
、
相
互
需
要
農
办
均
衡
点
で
は.

■■
-

変

形

し

て

娘^
-

1

雄

f
;

.

が
成
立
し
、
.こ
の
方
程
式
が
与^
る
■

が
契
約
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
で 

.意
味
を
持
づ
の
は(1
)
国
と
(2
)

国
の
原
点
を
逋
る
無
差
別@

内̂
の
1

部
分
で 

あ
る
。
こ
の
寡
部
分
の
：何
処
に
交
換
の
均
衡
が
成
立
.す
る
か
は
、

一
般
に
は 

...

両
！1
の
駔
引
き
に
依
存
し
、'若
し
交
易
条
件
が
相
手
国
の
契
約1

の
1

部 

分
の
限
界
的
に
近
い
点
に
定
史
る
な
ら
ば
、
_相
手
国
の
'賀
易
に
ょ
っ
'て
得
る
有 

.利
さ
は
極
めV

小
と
な
り
、
当
該
国
が
最
も
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か 

し
な
が
.ら
> 
本
稿
で
は
完
全
競
争
を
仮
定
し
て
い
る
か
ら
均
衡
は
相
互
需
要
曲 

線

€>
交
点
尤
於
い
て
定
ま-る
。
-:
そ
^
て
-«
か
点
は
契
約
@

上̂
の
|点
で
あ
っ 

て
、
そ
の
均
衡
点
に
於
け
る
交
換
：は
⑴
国
及
び
⑵
国
の
貿
易
当
事
国
に
相
対
供

な
極
奈
足
を
与
泛
る”
か
く
し
て
^
交
易
条
件
も
そ
の
時
に

1

義
的
に
決
定

.

.

.

. 

一

.

.

..七
：五
へ
八
こ
'

3一

ぎ I
.

~~
a?
VA r
Q>
s
2、
が 
f
t
.

t

d
y

Q>
H
/ dy

應



七

六

.(

八

.ニ
ニ)

さ

れ

る

-
と

.に

；
な

る
..
0

:
こ
.：：

の

ト

ラ

ン

ス.フ
ァ

：丨

の

行

わ

れ

な

い

場

合

の

貿

易

の

均

衡

理

論

に

、

ト
ラ 

ン

ス

フ

ァ

I

を

導

入

す

る

。

■

';:

'

■

■

 
•

 

,

 

:

.

-

.':

.

'
第

三

.節

.

ト

ラ

ン

■ス

ン

フ

ァ

ー

の

効

果

'
.
.
.
:
.
.

こ
.の
節
で
は
第
ニ
節
の
仮
萣
の
ぅ.ち
.第
ー
'
0-
.仮
定
が
除
か
れ
る
。/そ
し
て
、 

ゐ
財
の
称
呼
：に
於
け
る
ん
財
の
価
値
を
交
暴
条
件
2/
1
と
定
義
す
る
時
、
⑵
国
ょ 

り
⑴
国
に
支
私
わ
れ
る
ト
ラ
ン
ス
フ
：ァ
I 
0
0
の
：ニ
ユ
I 
メ
レ
ー
ル
0
#'
乎
で 

の
価
値
を
义
と
す
る
な
ら
ば、

z n
外
の
値
の
如
何
ぬ
拘
ら
ず
不
変
で
あ
る
と 

仮
定
さ
れ
Iる
。
こ
め
節
で
は
ト
ラ
ン
ス
；フ
ァ
ー
が
存
在
す
る
た
：め
、
経
済
依
系
の 

均
衡
的
位
置
の
移
動
、
従7
て
交
凝
条
件
の
変
動
の
方
向
を
明
確
に
す
る
た
め
、 

J
).
R

‘
匕
ッ
ク
ス
の
安
矩
条
件
を
国
際
市
場
に
探
大
し
た
も
の
を
使
用
す
る

0 

ジ
は
ル
財
の
阶
国
の
輸
入
量
运

)

^

は

あ

財

の

⑴

国

の

雷

量

ハ

負

)

：

ん

は

ん

財

の

⑵

国

の

輸

出

量

(

負

)

.

2
“

は

も

財

の

⑵

国

の

輸

入

量

£

)
.

と

す

る

時

、
⑴

国

及

び

⑵

国

の

予

算

方

程

式

b
u
g
e
t

 e
q
u
a
t
i
o
n

は

そ

れ

ぞ

れ

系

S

+

I

2

S

H

Z

$113+12(2) =

 l
z

.市

場

の

均

衡

に

於

い

て

は

、

x ,
、

x 2
財

に

つ

い

て

次

式

が

成

立

す

る

。
.

J
l
s
+
I
l
c
f

I
2
S
+
I
2
S

 =

 0

従

>
て
、
：
こ
0
:場
合

办

国

際

賢

易

の

均

街

^

た

め

の

资

定

条

件

は

S
1
S
+
J
0
S
)

 

;dy.l 

:

公

で

あ

る

。

さ

て

、：
ト

ラ

シ

ス

え

ァ

ー

は

⑴

、

⑵

国

の

：需

要

©

数

に

変

化

を

与

え
 

る

か

ら

、

ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー

額

に

変

化

が

生

ず

れ

ば

.、
，、

b

l
's
ト

魯

)

丨

，

.

.

IS3

o

ま

た

f

t

ッ

.

....
こ
れ
を
解
い
て
'

&tsj
\

N

f

f

分
母
は
安
定
条
件
か
ら
負
で
あ
る
か
ら
、'
交
易
条
件
の
変
化
は
分
子
の
符
号
と 

一
致
す
る
。
ム
財
は
劣
等
財
で
な
い
こ
と
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ト
ラ
ン 

ス
フ
ァ

ー
の
受
取
国[1
)
で
は
ゐ
財
へ
の
需
要
は
：増

加

す

る
QIlsazvs
。. 

支
私
国(2
)
で
は
^
財
の
需
要
は
減
少
し
、
輪
出
が
増
加
す
る

§
8
/
费
<
0)

。 

そ
れ
故
交
易
条
件
は
：

<»L
S
/
a
z
>
a
I
3

/

资
の
場
合S

M

に
有
利
化
す
る
。

3
a
y
8
=
a
l
s
/
a
z

の
場
合
変
化
し
だ
い
ヶ 

OJ
I
3段
へ
6
1
1
@-
/约
の

場
<

&国
に
有
利
化
#

¥

.

こ
.こ
.に
前
節
で
得
た
相
互
需
要
曲
線
の
図
表
を
便
ぅ
て
、
以
上
の
と
と
を
考

J

 

(

?1
-
:31)

察

し

て
.み

よ

ぅ

。
：

I

,

1
ま
ず
支
払
国
⑵
に
つ
い
て.

(

第
1
1
1
因
参
照)

。
：交
易
条
件
2/
1
は

DP
の
傾
斜
。. 

a
o
b
で
示
さ
れ
る
が
、
ト
ラ
ン
.ス
フ
ァ
ー
後
は
Z
.単
位
だ
け
P

点

よ

り

下

の： 

只
点
を
通
る
&
に
平
衧
な
線
哪
の
傾
斜
と
ー
致
す
る
デ
郎
ち
あ
財
の
輸
出
量
と 

そ
れ
に
0
ず
る
み
財
の
輸
入
量
は
同
じ̂

此̂
率
で
は
|
.線
上
：の
何
処
か
の
点
，

で

示

さ

れ

、

^

(
2
>
/
§

で

定

ま

る

。

3

所
与
の
価
格.比
率
で
⑵
国
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
後

^
以

前

と

同

.
一
量
の
あ 

財
を
消
費
す
る
な
ら
ば
、
Q)
Ilsy
<»
z=
o
で
あ
り
、
ん
財

の

輸

出

霧

量

：は

不

'

.

 

変
で
あ
る
。

：  

：

.

故
に
:'
I

f
 
g
l 

ノ

- 

r 

.

Z 
で
微
分
し
て 

2
/
%
誶

3
/
8
=
~
1
|
1
2

(

2

)

/0)
2
:
;

'
、
 

c»
I
3
/
a
z
=
0 

故

に—
1
25

9
2
=
1

 

即
ち
、
所
将
変
池
に
亂
す
る
為
財
の
輸
入
需
要
：の

変

肇

が
1
で
あ
る
。
従
っ
て
， 

_

比

率

0
乏
0
&
:に
菸
ず
る
新
均
衡
点
は?
よ
り
2
:単
怔
下
.の
R
に
あ
る
。

§
ろ
か
財
優
等
财
な
ら
ば
、如
国
の.所
得
が
2
単
位
滅
少
す
る
時̂

財
の
需
.，
 

要
は
国
内
：で
よ
り
少
な
く
な
る
か
、XI
財
の
®

が
増
大
す
る
：(a

I
r
s
/
0
z
A

 

1)

。
.

新
均
衡
点
は
そ
れ
故
只
の
右
に
な
る
が
、
.
何
処
に
な
る
か
饮

.Q
>;
I
2
s'
/
8

に
依
#
-す
る
。'
X2
-財
が
劣
導
財
で
な
い
な
ら
ば
、
新
均
衡
点
は
知
財
の
輸
入
量 

が
仏
ょ
り
減
少
す
る
か
ら
、R
と
.
.
Sと
の
間
に
な
る
。

次
に
.、
ト
ラ
ン
ス
フ
-T
. 

—

受
取
国
⑴
に'つ
ぃ
て
、

(

第
四
园
参
照)

。

K
点
は 

炎
1
=

0
泛
§:
:
.

め
塒
、

;;
(
1
)
国
が
あ
財
を
侃
単
位
輸
入
し
、
あ
財
：を3単
位
輸
出 

す

ん

-匕
を
示
す
ぞ
⑵
国
と
同
様
ね
⑴
国

が

所

与

の

德

比

率

o
c
l
o
d

で
以 

前
と
.同|

量
の
ル
財
を
消
費
す
る
な
ら
ば.
§
8
/為
.
=
0

)

、
新
均
衡
点
は
2
単 

.位
だ
け
下
の
R
に
.な
：る
。
ゐ
財
が
優
等
財
な
ら
诚
、
均
衡
点
は
只
の
右
に
あ
.る
。

以
上
の
.ト
ラ

ン
ス
フ
T
丨
の
⑴
国
及
び
⑵
国
に
与
立
る
效
果
は
次
の
如
く
ま 

と
め
ら
れ
る〈

第
五
因
参
照)

。
:'

,

(a
)

M

_

K

'c»
I

M

B

/

^

&

(

I
I
i
c
2

)
)

/

s

=

$
 

相

互

需

要

曲

線

は

垂
 

®:
に

2
単

位

だ

け

下

に

推

移

す

る

。
#

均

衡

点

で

は

交

易

条

件

ゆ

不

変

で

あ

る
 

が

、

⑵

国

は

み

財

を

双

前

ょ

り

少

众

く

‘輸

入

す

る

よ

ぅ

に

な

る

。

.

.
(b
)
8
I
s
/
b
z

と

<»
?'
1
%
;
>
/
8

マ
と
：が
共
忆
零
で
な
い
な
ら
ば01
)
曲
線
上
の 

P-
点
は
^
上
の
：或
る
点
、
例
え
ば
！#
な
る
如
く
推
移
し
、

g

曲
線
上
の
P
点
は 

:
§上
：の
或
る
点
例
え
ば
：职
に
な
る
如
く
推
移
^'
る
。9
1
1
<
ぶ
8

=只
丨
1
5
^
^
 ̂

"な
ち
ば
柳
と
柳
は
一
致
友
敗
レ
い
亡
曲
線
飧
财
に
浴
ャ
て
交
わ
り
广
交
易
条 

:

件
は
変
化
し
な
い
。1
財
於
優
等
財
な
ら
ぱ
新
均
衡
点
は11
:0
右
に
あ
り
、
支 

.払
国
⑵
杖
x 2
財
を
ょ
り
少
な
く
輸
入
し
、X!
財
を
ょ
り
多
く
輸
出
す
る
。
，

(C
)
:Q}
I8

/岗

と

0(—
I
1
8
)
/
a
z

と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
交
易
条
件
は
そ 

の
§
^

率
於
代
数
的
に
小
さ
な
国
怜
と#
で
宥
利
化
す
る
,-
°'即
ぢ
抑
が
|
の
左 

に
あ
故
ぼ
新
如
い
相
互
需
要§

は
叽
線
の
下
で
交
わ
り

〜

交
易
条
件
は
受
取 

，
国

に

有

利

化

す

る

。

|

が
|
の
左
に
ぁ
れ
ば
交
康
は|
線
の
.土
.に
な
り
，
交
易

'

:

:■
. 

v

:

.

s
 c 
八1.

ニ
a

ト
ラ
ン

.
ス
'
フ

ア

ー

理

論

<S
S

1
I
1
3
+
I
2
3
=
I
Z



条
件
は
支
払
国
に
有
利
化#
る

.'
°:
.
:
:

従

っ
•%

財

が

鬼

篇

：で

な

か

場

合

、
[2
)

国

か

.ら
'(
1
)国
へ
；の
；ト
ラ
シ「 

ス

フ

ナ
1
の

結

果

、

受

取

国3
:で

は

ゐ

財

へ.の

需

要

社

増

刺

す

る

：が

、

'
.そ

'の

增
 

加
.が

：交

私

国

⑵

の

当

該

財

の

.

.輸

出

供

給

の

増

加:±
り

大

で
.：な
.い

な
.ら

ば

、

即.
.ち

， 

a
l
l
c
l〕 /0

z
<

<»l
,3

/
a
z

な

ら

ば

、
一

前

に

求

め

た

式

に

於

い

.て

分

子

の

値

は

負

と

，
： 

な

る

。

分

母.は

安

定

条

件

ょ

り

負

で

あ

る

か

ら

、

％
1 /

s

は

負

、
：
即

ち

交

碁

条
 

件

は

支

私

国

⑵

に

不

刹

化

し

：、
：受

取

国

⑴

に

有

利

化

す

る

こ

と

：が

導

か

れ

る

。
： 

こ

の

交

易

条

件

の

変

化
0
程

度

は

、
ン
分
母
の
：値

に

依

存

す

る

。

ま

ず

芦

S
 

I
?

の

値

を

所

与

之

す

れ

梂

、
-<
»
1
13 -
/

^

;が

ゅ
^

&

ゼ
ぽ
已
^

に
小
之
な

'■
.
七
八
：C

八
ニ
四)

れ
ば
小
上
允
る
程
、
交
县
条
件2/
1 

•c
>
®
—

a
.M
i
e
r
i
c
a
l
l
y 

に
小 

と
欢
る
。'即
ち
(1
)
国
の
相
亙
需
要 

の
価
格
弾
*

R

性
が
大
上
な
^
は
な 

ー：る
程
、
(1
)
茵

に

七

っ

.
て

の

交

易

条 

件Q

有
利
^-
変
化
は
小
と
な
る
。 

次

把

0>
1
1
5/ぎ
を
所
与
と
す
れ 

ば
、
0
^

?

が algebrai— 

0-
3
,
1
1
7
^

小

^
|
な

れ

ば

小

士

な

る
 

程
、
：?2
/
は
，

numerically
:

に
小 

:

と
な
る
。
即
ち
⑵
国
の
相
互
需
要 

の

価

格

禪

力

性

が

大

.
と

な

れ

ば

な
 

'る
程

、

交

易

条

件

：
の

(2
)
国

に

と

'ら 

て
©.
.
不

利

な

変

化

は

ょ

り

小

と

な

る

。

泽

32〕

:
換
言
す
れ
ば
、：.ぷ
の
こ
と
‘は
⑴
国
及
び
⑵
国
の
相
互
需
嚶
め
価
格
弾
カ
性
が 

大
.で
：あ

れ

ば

：あ

る

程

国

際

収

.支
の
均
衡
回
復
が
促
進
さ
れ
る
こ.■と
を
意
味
し
て 

い
名
。-:
と

の

安

塞

件
_

:
^-
,
< 

.

. 
メ〜

泛

ラ
-
が

ー

逼

代

経

攀

展

望

」

：
'.
 

の
中
.の

論

文
-1
I
1際
貿

暴

：の

理

論
1)

'に
於
い
て
示
し
た
為
替
市
場
の
安
定
条
件 

と

同
-:
1
:性
質

を

持

：
つ
も
の
^
ぁ
，る"'
'0
:;.
!

.

:

'

'

ベ

第

四

*

.

'
国

際

^

^

の
一
：般

均

衡

•
ノ
 

ぢ

の

節

：で

杖

第

一

：I

節

：で

仮

定

し

た

第

三

番

P

9

' %
-C
D

^
牡

ず

し

、

今

造

の

}

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
効
果
分
析
を
多
数
財
に
於
け
る
生
産
を
含
め
て
の
一
般
均
衡 

に
拡
張
し
て
考
え
る。:.

生
産
の
一.
般
均
衡
に.つ
い
て.
は.
賀
易
の
均
衡
の
場
合
と
大
体
同
じ

.
で
あ
る
。 

財
ル
に
対
す
る
⑴
、
信
の
総
消
費
需
要
を

1
、

而
に
ガ
す
る(1
)
、：

⑵
国
の
初 

期
供
給
量
を̂.
5?
に
：対
す
る
抑
.
⑵
国
の
命
業
に
ょ
る€^
を
：

で
示
す
。 

.
叫
は
生
産
物
、
要
素
或
い
は
そ
の
両
者
の
い
ず
れ
で
あ

■っ
て
も
差
支
え
衣
い。.

a
”

 

1,2 画
，
5=1,2,:

会
I
I

)

に
於
い
て
、
,
が
茁
な
ら
ば
3
国
に
於
け
る
財
％
の
輸
入
需
要

.
を
、
.負
な
ら
ば 

3
国
に
於
け
る
財
；
/1
/?の&
^
^
を
示
し
て
い
が
。
均
衡
に
於
い
て
ば
，
財

％ 

に
対
す
る
⑴
、
⑵
国
の
輸
入
需
要
は
零
で
な
け
れ
ば
及
ら
な
い
か
ら
、

_

I

a

+

m

o

.

へ

な
る
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
生
産
の
.一
般
均
衡
の
安
定
条
件
は
従
っ
て
次
の
如 

く
で
あ
る。' 
.

§

p

)

t

(

3

\

I

d

ハ

.

A
P
8+-
^)

丨 
0 (s=l,2,

-
--

s

t

-O
T
-4

C+
.

J

扒
に
関
す
る
財
ち
の(1
)
、
へ
：§
国
の
輸
入
需
要
の
変
化
率
を
|
と
ず
れ
ば

:

!

•
ぎ

；—

'
.

で
あ
る
が
、
.
完
全
安
定
で
あ
る
た
.
め
に
は
、
.
行
列
式

■ J  =  |  
1
^
,
の
首
座
小
行

ト
ラ
ン
ス
フT-
丨

理

論

，

 

.,

列
式
が
交
互
に
負
、3£
で
あ
る
と
：と
亦
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
所
得
効
果 

income 

. 

e
a
e
c
t

が
消
費
者
及
び
-^
産
者
の
代
替
効
果
を
相
殺
す
る
程
大
き 

く
な
レ
こ̂
を
肢
/i
i
't
'
る
。

,
パ

-

H

i
 
メ

レ

.：！

：ル

€ >
.称

呼

に

於

い

て

^
財

の

輸

入

需

要

が

増

加

し

た

場

合

、 

蹇

条

件

が

^

明

^ ;
办

.な

如

べ

：、
：，
財

％

の

価

格

は

.：
ニ 

H

丨

メ

レ

1

ル

の

称

呼

で
 

騰

貴

し

な

け

れ

ば

'な

ら

な

い

。
：
さ

で

、

財

：ル

の

価

格

の

騰

貴

が

財

，
？？

の

関

係

国
 

の

輸

入

儒

要

の

.増

加

に

導

べ

な

乇

^

.

:

,恥

を

ぬ

の

'i
t

場

代

替

財

f

v

o)

、

そ
 

如

が

财

‘

の

関

係

国

の

輸

入

需

要

の

減

少

に

導

く

な

ら

ば

、

5?

を

^

の

市

場

補
 

完

財

(

I

A

O

N
そ

し

て

変

化

が

な

い

な

ら

ば

独

立

で

あ

る

(
窆

=
0

)

と

そ

れ
 

ぞ

れ

定

義

す

る

。

..
'

,
:
:
.

.

:
 

.

当
初
、
'吩

⑵
の
国
際
収
支
が
均
衡
状
態
に
あ
る
時
、
⑵
国
か
ら
⑴
国
へ
ト 

ラ
ン
ス
ラ
ァ
一
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、M
国
に
®

M力
の
相
対
的
変
化
従
つ
て 

需
要
状
態
の
変
化
が
，生
ず
る
。
即
ち
受
取
国
⑴
に
於
い
て
国
内
財
及
び
支
私
国 

(2
)
.の
输
1

、
に

对

す

る

需

要

.は
增

大

し

、
，
支

私

1

に̂
淤
い
1て
国
内
財
及
び
受 

娘

国

-(
!
)の
輸
出
財
に
対
す
る
需
要
は
減
少
す
る
。
そ
れ
に
依
：つ
て
⑴
国
の
国
内 

财
価
格
は
⑵
国
の
オ
れ
に
比
較
し
て
相
対
的̂騰

貴

す-^
/
国

内

生

産

要

素

の
 

価
格
も
生
産
物
の
価
格
変
化
と
同
一
：方
向
に
変
化
す
る
。
；

.

..-こ
：で

.(
1
)ク
(2
)
国
に
淤
い
て
輸
出
財.は
国

内

財

及

び

生

_

要

素

に

対

し

ヤ

市
 

場
代
替
性
で
あ
る
が
、
：：
輸
入
財
掀
国

E
S

及
^
輸
出
財
の
：
両
者
に
独
立
で
あ 

る
と
彼
定
し
よ
ぅ
。i

か
ら
市
場
^

!性
に
.あ
る
財
の
1

は
同一

方
向
に 

変
動
す
る
が
'で
あ
.る
.か
あ
、::
.受
取
国g

め
^

a

#

fは
支
私
国
⑵
の
そ
れ
に 

比
較
し
て
相
対
的
にf

L
、
'商
品
.

条̂
件
は
：受
艰
国
⑴
に
有
利
化
す
る
。

■

七
九
パ
八
ニ5



ザ
た
い
わ
.ゆ
る
.一
一
；重

f

産
要

素
交
易
春
も
受
取
国
に
有
利
化
す
る
。

：_ ー：般
^

.
ト
ラ
ン
ス
：フ
ァI
の
結
果
は
、1
^
及

ぴ

そ
.©
生
産
に
使
用
さ
れ
る
生
産
要
'
 

素
べ
の
需
楚
を̂
3
^
へ
：ー
の
総
需
要
よ
ひ
廣
べ
増
加
さ
せ
る

.
た
め
に
、
：
受
取
国''
''
 

の
输^
^
1
の
騰
貴
は.そ
か
国&
麗
の
縢
賣
よ
り
比
例
的
に.
小
で
.あ 

る
。.
従
ャ
て
受
取
国
の&
財
産
出*
ば
、-
支
払
国
の
：受
取
国
輸
出
財
に
対
す 

る
需
要
の
減
少I
受
取
国
の
輸
出
財
露
の
騰
貴
の
傾
向
は
こ
れ
を
促
進
す 

る——

と
共
に
減
少
す
る
。
：そ
れ
耽
に
M
財
の
生
産
に
使
用
さ
れ
る
生
産
要 

素.
'へ
の
需
要
は
減
少
し
、
そ
の
は
国
内
財
価
格
に
地
較
し
て
相
対
的
に
下 

落
す
る。' .そ
の
結
果
、'輸
出
財
部
門
よ
り
国
内
財
部
門
べ
の
^
®
の
移
動
が
生 

。
ず
る
。.支
払
国
⑶
に
於
て
は
、
.
&
財
価
格
の
下
落
は
免
取
国
か
ら
の
需
要
増 

加
に
依..っ
て
国
内
財
価
格
の
下
落
に
此
較
し
.て
相
対
的
に
小
で

あ
っ
て
、
輸
出 

財
の
産
出
量
は
ト
.
ラ
ン
、ス

フ

ァ

前

よ

り

増

加

し

、
矣
取
国
と
は
逆
に

そ
こ 

で
使
用
さ
れ
る
生
産
要
素
の
需
要
は
増
加
す
る
.。
従
っ
て
国
磨
部
門
に
比
較 

し
て
生
産
要
素
の
：価
格
は
騰
貴
し
て
、
輸
出
財
部
門
べ
の
労
働
：の
移
動
が
行
わ 

れ
る
。
然
し
支
払
国
に
於
い
て
、

こ
め
.よ
ぅ
に
し
て
生
ず
る
猜
財
：の
供
給
増 

加
が
受
取
国
の
需
霉
加
よ
り
大
と
な
る
な
ら
ば
、
•即
ち
受
取
国
に
於
け
る
翰 

入
需
要
の
増
加
が
支
払
国
の
翰
出
^
よ̂
り
犬
で
な
い
な
ら
ば
、
；
支
私
国
の
輸 

出
財
価
格
は
多
少
と
も
下
落
し
、

^
払
国..の
商
品
交
易
条
件
の
不
利
化
は

.
や.
や
'
 

永
続
的
と
な
る
傾
向
を
持
つ
。
ま
た
、
⑴
、

.
⑵

国
が
：
輸
久
財
の
一
.
部
を
国

内
で 

生

連

す

る

な

ら

ば

、
.瀚

.A
財
は
国
内
財
に
対
し̂
®
係
に
あ
る
：

こ
：：

と.が
.：

あ 

る
。
そ
の■よ
ぅ
な
場
合
、
国
内
財
価
格
の
両
国
に
於
け
る
相
対
的
変
動
と
同
一 

方
向
に
於
い
て
、'受
取
国
の
輸
入
財
は
支
抵
国
.€
).
輸
入
財
に
比
較
し
.
て
価
格
が'-

• 

-
. 

<
〇
,(

八 n

 
六>

_相
対
的
に
騰
貴
し
、
商
品
交
易
条
件
は
受
取
国
に
有
利
化
す
る
。
:
'

;:
v更
に
、/'
ょ

.0
,
1
:般
的
に
領
@

%
非
劣
等
財
で
、
瀚
入
財
ヒ
対
し
ー
て
ょ
り
も 

輸
出
財
に
対
し
て
'
^
濟
接
な
市
場
代
替
胜
容
あ
る
場
合
に
は
メ
十
ラ
ン
ネ
ブ
つ 

ァ
I
に
依
っ
て
支
払
国
の
輸
出
財
に
澍
す
洛
総
需
要
が
受
取
屆
の
そ
れ
に
比
較 

し
て
宠
分
に
増
加
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
受
取
国
.の
国
内
財
M

は
支
払
国
の 

そ

れ

：
に

比

較

本

て

：
湘

激

姻

光

騰

嗔

す

る

。

：

ま
.光
、::
:同H

場
合
、
支
私
国
の
輸
出 

財
‘
対
す
る
総
需
要
が
直
接
忙
増
加
す
る
時
で
^

受
取
国
の
国
内
財
へ
の
需 

要
麥
支
抵
国
の
国
内
財
ぺ
の
儒
粟
に
比
較
し
て
充
分
に
増
加
す
る
な
ら
ば
、
商 

品
交
易
条
件
は
支.私
国
に
不
利
化
し‘、
受
取
国
に
有
利
化
す
るi

sf
i。

ー
.
'::
.
.
.
.
第

玉

節 

0
-
0 

.
r 

.
 

 ̂

^

■#
国
為
替
相
場
は
今
迄
。ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
仮
定
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
第
四 

番
目
の
仮
定
を
こ
こ
で
取
除
い
て
み
る0

.

■
;(
2
)国
か
ら
⑴
国
に
ト」

フ
ン
：ス
フ
ー
ァ
ー
が
行
わ
れ
ケ
場
合
、
当
初
両
国
の
国
際 

取
支
は
.均
衡
状
態
に
あ
っ
た
と̂

を
し
て
来
夂
°.
従
っ
，て
こ
の
こ
と
は
外
国
為 

替
市
場
も
均
衡
状
態
に
あ.っ
；た
こ
と
を
示
し
て
い
る:0
ト
ラ
ン
ス
フ
T

!に
依 

っ
て
支
^
国
⑵
は
ー
支̂
超
過
と
な
り
、
支
払
，国
の
支
払
勘
矩
建
為
®

場
は
騰 

貴
し
、
相
_财
的
に
支
.私
国
の
受
取
勘
定
建̂

#
場̂
は
下
落
す
る
。
受
取
国3 

に
つ
い
て
は
支
払
勘
矩
廣
為
替
相
塌
の
下
落
、
:,
'受
i

定

建

為

替

相

場

の

'
騰

貴
 

が
生
ず
る
。
と
：の
ょ
ぅ
な
狀
態
の
下
に
支
私
国
笛
財
標
の
下
落
、
受
取
国 

輸
出
財
価
格
の
騰
賓
が

1:
層
明
瞭
允
惹
き
起
さ
れ
、
交
易
条
件
は
や
は
り
支
払 

国
に
不
利
化
し
、.
.受
取
国
に
有
利
化
す
る
こ
ど
に
な
る。

-
-

こ
の
ょ
う
な
爾
国
に
於
げ
る.麗
変
化
に
依
つ
.て
、
支
払
国
で
'は
.輸

出

超 

過
、
受
取
国
で
は
輸
入
超
過
の
傾
向
が
生
ず
石
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
私
国
の 

輸
出
超
過
の
增
大
は
外
国
為
替
手
形
の̂g

の
.増
加
、.
需

要

の

減

少

と

なつ 

て
、
支
私
勘
定
建
為
替
相
場
の
下
落
、
.受
遍
定
建
為
替
相
場
の
縢
貴
す
る
傾 

向
を
惹
'き
超
す
。
同
様
に
受
取
国
の
輸
入
舞#
の
.増
大
は
、
外
国
為
替
手
形
に. 

対
す
る
需
要
の
増
加
、
供
給
の
減
少
と
な
つ
て
支
払
国
の
1

相
場
と
反
対
の 

傾
向
が
生
ず
.る
。
'こ
の
上
う
な
過
程
を
通
じ
て
両
国
の
国
際
収
支
は
苒
ぴ
均
衡 

に
向
う
の
で
あ
る-o
然
し
、

こ
の
.過
程
を
#
効
，に
作
用
さ
せ
る
た
め
の
条
件
と 

し
て
、
既
に
得
た
両
国
：の
輸
入
需
要
の
価
格
弾
力
性
が
太
.き
い
こ
と
、
即
ち
そ 

の
和
が
1
ょ
り
大
き
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
尚
ま
た
、
こ
の
外
国
§

相
場 

の
動
き
は
、
fu
r

ff
i

員
に
述
べ
た
^
き
両
®
経
^
#;
罘
の
動
き
を
^
g

;

gr.
:

s
7K 

し

て

：
；
る

に
■過
ぎ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で̂:
な
い
0
'
/

が
く
し
て
.、
塞

で

：結
論
と
し
て
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
ニ

養

衡

分

析

を

採

？ 

た
結
果
、
交
恩
条
件
の
決
定
は
国
内
価
格
の
決
定
と
全
く
纏
に
■行
わ
れ
、
ト
ラ 

ン
ス
フ
：ァ
ー
の
結
果
と
し
て
、完
全
競
争«
出
入
財
が
劣
等
財.で
な
い
こ
と
、
運 

送
费
が
存
在
し
な
い
こ
と
等
の
仮
定
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
ハ
交
易
条
免
支
払 

国
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'
本
書
が
出
版
さ
れ
た
の.はi

九
三
八
年
で
あ
り
、
そ
の
後
、
そ
れ
は
十
回
以

上
に
わ
た
っ
て
、
版
を
重
ね
、
多
く
の
著
書..論
文
に
お
い
て
、w
ff
l
さ
れ
て

い

る

。

こ

の

ょ

ぅ

にし
て
、
定
評
を
確
保
し
、
：
あ

る
意
味
で
は
、
古
典
的
と
さ

え
な
？
て
い
る
著
作
を
書
評
の
対
象
と
す
る
め
は
適
当
で
.は
な
い
J
ぅ

で

本

る
。
.し
か
し
そ
の
邦
訳(

田
杉
競
監
訳「

経
常
者
の
役
割」)

が
出
版
さ
れ
た

の
：は
最
近
のこ
と
で
あ
る
‘の
で
、
本
書
々
取
り
上
げ
るこ
と
に
し

た
。

.本
書
を
主
軸
と
す
る
バ
ー
ナ
ー
ド
の
所
説
に
つ
い
て
は
、

.既
に
、
馬
場
敬
治

教
授
：に
ょ
る
か
な
り
詳
し
い
紹
介.批
判(

馬
場
敬
治
著「

経
営
学
と
人
間
組

織

.の
問
題」

第
二
編
、
同

著「

バ
丨
ナ
丨
ド
の
組
織
理
論
と
其
の'批
判(

上
ど

米
国
経
営
学
上
巻
所
載

〉

が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、''
'こ
こ
で
は
、：
本
書
を.

限
ら
れ
た
視
野
に
お
い
て
の
み
間
題
と
し
た
い
。

.
つ
ま
り
、
エ
ル
ト
ン
；
メ
ィ

ョ
I
を
中
心
と
、し
た
展
開
さ
れ
た
人
間
関
鐘.と
対
比
し
な
が
ら
、'.
論
述
は
す
.

す
め
.ら
れ
る
。
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書

評

.及
び
.，紹
.
.介

.

:、
へ
.

序
文
で
、
バ
ー
ナ.丨
ド
が
述
べ
.て
い
る
よ
う
に
、
組
織
に
お
け
る
専
門
化
さ 

れ
た
諸
職
能
で
あ
る

executive processes'

'に
関
す
..る
仮
説
を
指
摘
す
る 

こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る:0
と
れ
ら
の
議
能
を
適
切
に
述
べ
よ
う
と
す 

..る
な
■.ら
ば
、；...
記

述

はexecutive
；:

が
活
動
す
る
場
で
あ
る
組
織
そ
の
も
の
の 

本
質
.に
即
し
て
.な
さ
.れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。.か
く
て
、
本
書
の 

.

前
準
で
は
、
後
半
で
のCD-

x
e
c
u
t
i
v
e

.の
諸

職

能

：
に
つ

'
 
い
て
の
考
察
の
基
盤
と 

な

るf
o
r
m
a
l

o.rganizationl

の
理
論
が
呈
示
^
れ
て
い
る
。

パ

I
ナ
|
ド
は
人
間
行
為
の
大
部
分
が
：
£
0
1
:
日
&
0
為

3
,
1
1
5-
3
;
^
0
1
1
8

に
, 

.連
し
て
決
め
.ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
重
要
性
を
，
 

強
調
し
て
い
る
。formal Organizations

は
物
的
.
生
物
的
/
個
人
的
• 

社
会
的
諸
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
複
合
体
た
る

co-operatiye 

I
I 

t
e
m
s

か
ら
0

抽
象
.で
.あ
る
。
そ
の
内
容
を
な
し
て
い
る
の
は
、
各

種

の
0

0

丨 

o
p
e
r
a
t
i
v
e
w
y
s
t
e
m
s

に
共
通
な
中
核
的
要
素
で
あ
る
。
.従
っ

て

彼

の

.
組

織
 

理

論

は

企

業

経

営

の

み

な

ら

ず

、
：
あ

ら

ゆ

る

人

間

組

織

に

通

用

す

る

、
ー

-^
論

的
 

も
っ
て
い
る
';
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こ
の
H.oJJJJaJoHgaBizati

:©!!

の
概
念
社
、
要
約
す 

る
と
、impersonal s

y
s
t
e
m

 of co-ordinated h
u
m

 efforts 
と 

.定
義
し
う
る
。
専
門
化
さ
れ
た
諸
部
分
ひ

co-ordination
.

は
組
織
の
共
通 

.目
的
に
.そ
っ
て
、
：
こ
れ
ら
を
体
系
化
す
る
こ
上
を
意
味
し
、
そ

れ

ば
S

I— 

I

の
基
本
的
職
能
：で
あ
る
。
：
：要
す
る
に
、
：
彼
は
組
織
の
.

一

般
理
論
に
立
脚 

'

「

し
て
、/executivo.vprocesses

を
.科
学
化
.し
よ
う
と
す
る
.の
.で
あ
る
。

人
間
関
|
.
は
人
間
を
個
人
に
ま
で
分
解
す
る
原
子
論
的
社
佘
観
を
.排
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.

’て

.'
:
'社
.脅
の

：
基

本

的

単

位

は

個

入

：
で

ば

な

^
、Pr

i
m
a
r
y

 "grouFI
^
.

あ

る

と

.
 

-

•

•

.
八
} 一
 
ー
.
.

(

八

ニ

九

)

:*
.-


